
（2）米づくりをはじめた人びと
とろ やよい

土佐の登呂今から約2,300年前（紀元前3世紀）ごろ、弥生文
ぶんご はた

化が北九州から東九州へ、さらに豊後水道を渡って幡多地方や高知

平野に伝えられました。
かせん

弥生時代になると、人々は河川の近くに住みついて、農業を中心

にしてくらすようになりました。
いせきく･ん

南国市田村にある弥生遺跡群は、高知県の稲作農業のはじまりを
かくちよう

物語っています。この遺跡は、高知空港の拡張にともなって、
きぼはっくへ

1980（昭和55）年から1983（昭和58）年にかけて、大規模な発掘
かんこ.う

調査が行われ、たくさんの土器、石器、そして環溝の一部などが発

見されました。

弥生遺跡分布図
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r心
ぬまち

当時は、沼地や泉がたく
ていしっち

さんあり、自然の低湿地
やよい のうこ

で、弥生時代の人々は農耕
さいてきち

の最適地として、田村の地
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に住みついたのでしょう

香長平野の中!u部は、いわ
と ろ

ば、「土佐の登呂」です。
どうほニ

田村付近では、銅鉾や銅
たく

鐸などの青銅器も発見され

ています。
。○△口肥●エ

いせさ

南国市遺跡分布図

たてあなじゅうきよ いせき

竪穴住居に住んだ人びと南国市田村遺跡群で、地表から70cm
しょとう

ほど掘り下げたところに、今から約2,200年前（弥生初頭）の竪穴

住居跡が発掘されました。この時期の竪穴住居は、全国でも発掘の

報告例は少なく、四国では初めてという貴重な遺跡です。

住居跡の大半は直径6m前後の円形をした竪穴住居で、かくの下
はいすい みぞ ゆかめん らゅうけつ

には、排水のための浅い溝がめぐり、床面には、4～6個の柱穴と
ろあと

中央部には炉跡と 円形の竪穴住居跡

思われる1mほど

の穴があります。

また、すみには、

フラスコ状に掘ら
ゆかしたしゆう

れた大昔の床下収
のうこちよぞうけつ

納庫（貯蔵穴）も

見られます。
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方形の竪穴住居跡

あと

円形の住居跡以外に、一辺
たてあな

が4～5mの方形竪穴住居跡
たかゆか

も発掘され、ほかに、高床式

倉庫跡なども発見されていま

す。
いせさ

この田村遺跡の集落に何人

位の人々が住んでいたのかは

っきりしていませんが、一戸

あたり6～10人が住んでいたと考えられるので、かなりの人々か

生活していたと思われます。

やよい きほ

古代の水田発掘調査がさらに進むと、弥生時代前期の大規模な

水田跡が発見されました。また、この水田で農作業をした弥生人の
あしあと

ものと見られる足跡も多く見つかりました。この時期の水田跡の発

掘は四国で初めてで、弥生期

水田跡 の生活のしかたを知るうえで

貴重な発見とされています。
〈かく

発見された水田の区画は、
はば

4㎡の小規模なもので、幅50

^-60cm、高さ5～10cmのあぜ

道で区切られており、形は正

方形、長方形、三角形状とさ

まざまですが、形のはっきり

しない長方形が大半です。



は

この水田跡からは、稲の穂をちぎりとったと思われる石ぼうちよ
ませいせきぞく ぼうすいLや

うや、磨製石鍍（石でつくった矢じり）、糸をつむぐ土製紡錘車
ま

(巻きとるのに使う細長い車)、弥生土器のかけらなどが出土しま

した。

さらに、発見された弥生土器の底部からはもみのあとや炭化した

米つぶが見つかり、当時の人々が稲を作り、米食をしていたことか
た

明らかとなりました。米は、ふだんはかめで炊いていましたが、祭

りなど特別の時だけむしていたようです。

化米炭もみあとのある つ ぼ 底 部

一

pVg

1
9ト

ー

6両

米
ぞ
ょ
〉
李
寺
『

津
癒
し
、
芯

質
琵
限

〆、'すの子
曲
一

一
一

水

こしき形土器こしき形土器で米をむす



やよいあしあと

弥生人の足跡約2000年前のものと見られる水田跡から、四国

で初めて弥生人の足跡が見つかりました。水田跡の南西部一帯力

ら、60個の足跡が確認されましたが、大半は形がくずれて見分臆

にくく、完全な形で残っていたのは二つだけです。

長さは、20cmと22.5cm、幅6cmで、広いつま先とよく発達した
ちよう

土ふまずに特徴があり、特に親指部分に力を入れて歩いていたこと

がうかがわれます。
ねんどそう

いずれも粘土層に深さ1cmめりこんで残っており、水が少ないと

きふみこんだのがそのまま固まり、そのあとに川のはんらんなど力

あって、土砂が積み重なったものと考えられています。

足跡の大きさから、当時の弥生人の身長は、男150～156cm
すいてい

149～156cmと推定されます。

女

水田に残っていた足跡
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